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平２４陳情第１号 平成２４年２月２１日受理 

件  名 特別養護老人ホームの建設を求める陳情 

 

陳 情 者 

  

陳 情 の 原 文 

 陳情趣旨 

 秦野市において、特別養護老人ホームで介護を受けたいと待機している

方が７００人以上いると言われています。 

 「私の叔母さんが老人ホームに入りたいと言って、いろいろと探しまし

たが、高すぎて、結局、市へお願いしたら、３２０番目くらいですと言わ

れ、７年半待っていましたが、順番が来ないうちに亡くなってしまいまし

た。家族も本人もつらかったと葬式で言われました。」「うちも頼んで、２

年半待っていましたけれども亡くなってしまったよ。」などの福祉をあきら

めざるを得ない声をたくさん聞きました。 

 介護保険制度が開始されて１０年以上経過しました。高齢化が進む状況

の中で、社会保障制度が後退し、「制度あって介護なし」という状況が秦野

市で生じています。 

 私が住んでいる中野自治会で、２０１１年１２月１７日から２０１２年

１月３１日まで陳情署名をお願いし、一軒一軒、全世帯を訪問したところ、

全３５２世帯中、２６５世帯５１６人の署名が集まりました。中野自治会

内では、特別養護老人ホームの建設の必要性について約７５．３％の世帯

が賛同しました。 

 つきましては、秦野市が地方自治の役割に立って、特別養護老人ホーム

への入所待機者の要望に応え、温かい福祉の街と誇れるように、また、そ

の解消のために特別養護老人ホームを早急に建設してください。 

 

 陳情事項 

１ 特別養護老人ホームを早急に建設すること。 

 


